
　２０１９年（令和元年）９月１8日（水曜日）

電子
号外
地方発！
とちぎを
元気にする
動画サイト

体
験

観
光

動
物

動画
投稿
募集中
いつでも
どこでも
下野新聞

併読プラン
新聞購読料＋455円

単独プラン
3499円

初
月
無
料

お問い合わせ
下野新聞社デジタルメディア部
Tel:028-625-1041

( 平日 10:00 ～ 17:00)

　

宮
内
庁
は
18
日
、
11
月
に

行
わ
れ
る
天
皇
陛
下
の
皇
位

継
承
に
伴
う
重
要
祭
祀
（
さ

い
し
）「
大
嘗
祭
（
だ
い
じ
ょ

う
さ
い
）」
で
使
う
コ
メ
を
栽

培
し
て
い
る
栃
木
県
の
「
悠

紀
田
（
ゆ
き
で
ん
）」
と
京
都

府
の
「
主
基
田
（
す
き
で
ん
）」

の
所
在
地
や
耕
作
者
を
発
表

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
田
の
稲

を
刈
り
取
る
「
斎
田
抜
穂
（
さ

い
で
ん
ぬ
き
ほ
）
の
儀
」
の

日
程
は
今
後
決
め
る
。

　

宮
内
庁
に
よ
る
と
、
悠
紀

田
の
所
在
地
は
栃
木
県
高

根
沢
町
大
谷
下
原
、
大
田

主
（
お
お
た
ぬ
し
）
と
呼
ば

れ
る
耕
作
者
は
石
塚
毅
男

（
い
し
つ
か
・
た
け
お
）
さ

ん
（
55
）
＝
同
町
大
谷
。
面

積
は
１
２
２
７
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、
銘
柄
は
「
と
ち
ぎ
の

星
」。
主
基
田
は
京
都
府
南
丹

市
八
木
町
氷
所
新
東
畑
、
大

田
主
は
中
川
久
夫
（
な
か
が

わ
・
ひ
さ
お
）
さ
ん
（
75
）

＝
同
市
八
木
町
氷
所
川
西
。

２
６
９
５
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

銘
柄
は
「
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
」
に

な
る
。

　

コ
メ
の
産
地
は
、
全
国
を

新
潟
、
長
野
、
静
岡
の
各
県

を
境
に
、
３
県
を
含
め
た
東

側
の
悠
紀
地
方
と
、
西
側
の

主
基
地
方
か
ら
一
カ
所
ず
つ

選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、５
月
の
「
斎
田
点
定
（
さ

い
で
ん
て
ん
て
い
）
の
儀
」

で
栃
木
県
と
京
都
府
に
決

ま
っ
た
。

　
福
田
富
一
（
ふ
く
だ
と
み

か
ず
）
知
事
の
話　

大
田
主

の
大
役
に
選
ば
れ
た
石
塚
毅

男
さ
ん
は
高
度
な
知
識
と
技

術
を
持
ち
、
若
手
農
業
者
の

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
。
令
和
の
時
代

の
本
県
農
業
を
今
後
と
も
支

え
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

石
塚
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
栽

培
し
た
栃
木
の
コ
メ
を
お
納

め
で
き
る
よ
う
、
農
業
団
体

な
ど
と
の
連
携
に
万
全
を
期

し
て
い
き
た
い
。

大
嘗
祭
の
斎
田 

高
根
沢

銘柄「とちぎの星」

宮
内
庁

公　

表

石塚さん
耕作者は

皇
居
・
東
御
苑
で
建
設
工
事
が
進
む
、
皇
位
継
承
の
重
要
祭
祀
「
大
嘗
祭
」
の
舞
台
と
な
る
大
嘗
宮

＝
17
日
正
午
（
共
同
通
信
社
ヘ
リ
か
ら
）


